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一般会計
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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

疾病の早期発見、早期治療を目指す

1

平成１２年度以前

保健福祉

4

～

保健センター　

予防係

4

健康増進法

1

平成３０年度以降

地域医療

◆２４年度実施内容

・肝炎ウイルス検診、前立腺がん検診、子宮がん施設検診、胸部Ｘ線健診、胃がん検診、大

腸がん検診を医師会の契約医療機関で個別に実施した。

・胃がん、大腸がん、子宮がん、肺がん、骨粗しょう検診を保健センター、各市民センター等

で実施した。

・集団検診では、毎月広報等で周知、募集し、検診票を送付した。

・個別検診では、各医療機関で実施した検診の検診票を点検し、結果を把握し、検診料の

支払事務を行った。

・初回受診者を増やすために、チラシを医療機関の窓口に設置した。

◆２４年度直接経費の内訳

　賃金等（818千円）

　消耗品・印刷製本費・通信運搬費等（4,653千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

成人保健健康診査、がん検診等を実施することにより、がん、生活習慣病の早期発見、早

期治療と健康意識の向上を図る。
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　消耗品・印刷製本費・通信運搬費等（4,653千円）

　検診等委託料（185,588千円）

　その他財源の内容：がん検診等受診料（22,153千円）

　〇25年度実施内容

　・検診については、平成24年度と同様に実施する。

　・広報等での周知を実施する。

　・他市の対象者、自己負担額、減免等を参考にしつつ健診体制の検討を行っていく。

◆２５年度直接経費の内訳

　賃金等（935千円）

　消耗品・印刷製本費・通信運搬費等（5,575千円）

　検診等委託料（195,699千円）
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事業実施におけ

る課題

がん検診の回数、受診者数については、目標を達成できたものの、がんの早期発見

のためには今まで検診を受けたことがない初回受診者数を増加させていく方策を検

討する必要がある。

また、２４年度外部評価において以下の取組方針が決定されており、検討を行う必要

がある。

・将来の市の負担予想を算出し、適正な自己負担や若い世代に効果の高い検診につ

いて対象年齢の拡大など事業のあり方を検討する。
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乳がん検診開催回数

成果指標名

胃がん・大腸がん・乳

がん検診受診者数

活動指標名

胃がん検診開催回数
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事業の

達成状況

・胃がん検診、乳がん検診の回数は目標を達成することができた。

・胃がん、大腸がん、乳がん検診受診者数の内、胃がん、乳がん検診受診者は概ね

目標を達成することができた。
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対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

がん、生活習慣病の早期発見のためには、今まで検診を受けたことがない初回受診

者を増やしていくことが重要である。また同時に、より若い働き盛りの世代の方ががん

検診を受けやすくなる制度が必要であると考えられるため。

判定理由

２５年度の検討内容を踏まえ、検診制度や自己負担のあり方を引き続き検討・実施す

る。

本事業の効果をより高いものとするためにがん検診の対象年齢の引き下げなど若い

世代の健診受診につながるような仕組みを検討する。
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いて対象年齢の拡大など事業のあり方を検討する。

・事業のＰＲは、単に制度の案内をするだけでなく、早期発見率の提示や早期発見の

メリットをアピールする等、より効果的なＰＲを行う。

判　定　理　由

拡　大

がん検診のみでなく、新たな制度を検討する中で、併せて自己負担のあり方について

も継続して研究する。

事業のＰＲは、単に制度の案内をするだけでなく、金銭的にメリットのある検診である

ことや早期発見率の提示及び早期発見のメリットをアピールする等、より効果的なＰＲ

を行う。
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次次次次
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一次評価のとおり。

方向性の判定

拡　大

小牧市民の死亡の原因の1位は、がんによるものである。がんにより死亡に至らぬよ

うにするためには、がんの早期発見、早期治療が重要である。そのため、事業を縮

小・廃止した場合は、さらにがんの早期発見が遅れる人が増えるものと考えられる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定


